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全
建
総
連
加
盟
の
九
州
各
県

連
・
組
合
の
代
表
が
福
岡
市
内

に
あ
る
大
手
建
設
会
社
、
住
宅

企
業
各
社
に
対
し
て
、
六
月
八

日
、
九
日
の
二
日
間
、
建
設
労

働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
を
求
め
て
要
望
を
行
い
ま
し

た
。一

日
目
は
、
九
州
各
県
の
代

表
八
十
二
名
が
福
岡
市
内
の
ホ

テ
ル
で
全
体
会
議
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
会
議
で
は
、
九
州
地
方

建
設
労
働
組
合
協
議
会
（
九
地

協
）
の
永
岩
議
長
が
「
設
計
労

務
単
価
は
五
年
連
続
引
き
上
げ

ら
れ
た
が
私
た
ち
に
は
そ
の
実

感
が
な
い
。
社
会
保
険
料
分
も

上
が
っ
て
い
な
い
な
ど
現
場
で

働
く
仲
間
か
ら
不
満
が
出
て
い

る
。
企
業
と
は
共
存
共
栄
の
立

場
で
あ
り
た
い
し
、
若
い
人
が

入
っ
て
く
る
業
界
に
し
た
い
。

二
日
間
の
交
渉
の
中
で
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。

続
い
て
、
全
建
総
連
の
小
川

賃
金
対
策
部
長
か
ら
「
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は

過
去
最
高
の
利
益
を
上
げ
て
い

る
。
国
交
省
は
労
務
単
価
を
五

年
連
続
増
額
改
定
し
た
が
、
現

場
の
労
働
者
ま
で
そ
の
効
果
が

行
き
渡
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
石
井
国
土
交
通
大
臣
も
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
の

実
施
を
業
界
団
体
に
要
請
し
て

い
る
。
社
会
保
険
へ
の
加
入
も

新
た
な
段
階
に
入
り
、
さ
ら
に

進
ん
で
い
く
。
私
た
ち
は
こ
の

社
会
保
険
料
分
を
し
っ
か
り
別

枠
で
確
保
し
な
が
ら
一
人
親
方

な
ど
へ
の
誤
っ
た
社
会
保
険
加

入
指
導
と
な
ら
な
い
よ
う
、
今

回
の
交
渉
で
現
場
の
厳
し
い
状

況
と
切
実
な
要
求
を
訴
え
て
い

こ
う
」
と
情
勢
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

午
後
か
ら
交
渉
団
は
八
班
の

グ
ル
ー
プ
編
成
を
し
、
建
設
長

崎
か
ら
参
加
し
た
九
名
は
そ
れ

ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
て
大
手
建

設
会
社
十
二
社
、
住
宅
企
業
四

社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
の
舩
津
委
員
長
を

団
長
と
し
た
班
で
は
、
積
水
ハ

ウ
ス
を
訪
問
。
会
社
側
は
九
州

営
業
本
部
長
と
技
術
部
長
が
対

応
し
ま
し
た
。

一
、
現
場
従
事
者
の
賃
金
・
単

価
に
つ
い
て
「
毎
年
賃
金
調
査

を
実
施
し
な
が
ら
判
断
し
て
い

る
。
若
年
技
能
者
育
成
の
た
め

に
も
引
き
上
げ
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
協
力
会
と
の
定

例
会
の
中
で
要
望
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。
現
場
労
働

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、

ボ
ー
ド
荷
揚
げ
作
業
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
分
を
労
務

単
価
に
繰
入
さ
せ
、
費
用
を
負

担
し
て
い
る
」
と
回
答
。

二
、
社
会
保
険
未
加
入
対
策
に

つ
い
て
「
三
年
前
よ
り
調
査
を

実
施
。
社
会
保
険
労
務
士
を
入

れ
て
指
導
し
て
い
る
。
未
適
用

率
は
一
次
で
ゼ
ロ
％
。
二
次
で

〇
・
二
％
、
三
次
以
降
は
あ
と

で
確
認
後
報
告
す
る
。
法
定
福

利
費
も
別
枠
表
示
し
て
支
給
し

て
い
る
」
と
回
答
。

三
、
労
働
環
境
の
改
善
に
つ
い

て
「
熱
中
症
対
策
と
し
て
三
万

円
程
度
す
る
空
調
服
を
一
着
六

千
円
の
個
人
負
担
で
、
五
四
五

着
を
支
給
し
た
。
熱
中
症
予
防

が
印
刷
さ
れ
た
ド
リ
ン
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
作
成
し
配
布
し
た
」。

四
、
工
期
の
平
準
化
に
つ
い
て

「
工
場
か
ら
の
材
料
出
荷
時
期

を
上
旬
・
中
旬
・
下
旬
で
三
〇

％
ず
つ
に
調
整
し
、
工
期
の
平

準
化
を
図
っ
て
い
る
」
な
ど
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
国
土
交
通
省
九

州
整
備
局
に
対
し
て
、一
、「
建

設
労
働
者
へ
の
賃
金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
と
労
働
条
件
の
改

善
」
二
、「
資
材
単
価
や
下
請

代
金
の
切
り
下
げ
、
現
場
労
働

者
へ
の
賃
金
切
り
下
げ
が
生
じ

な
い
よ
う
監
督
・
指
導
の
強

化
」
三
、「
社
会
保
険
料
等
の

費
用
が
下
請
け
企
業
や
現
場
労

働
者
ま
で
い
き
わ
た
る
よ
う
に
、

法
定
福
利
費
を
内
訳
明
示
し
た

標
準
見
積
書
が
活
用
さ
れ
て
い

る
か
指
導
監
督
を
」
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

～年間で432名の
新しい仲間が加入～

〜
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
引
き
続
き
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
〜

2年連続で組織純増（32名増）

●
沖
縄
基
地
の
歴
史
、役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
●

五
月
二
十
一
日
か
ら
一
足
早

く
梅
雨
入
り
し
た
沖
縄
で
初
め

て
開
催
さ
れ
た
九
地
協
青
年
部

交
流
集
会
に
長
崎
の
青
年
部
七

名
の
仲
間
で
参
加
し
て
来
ま
し

た
。

一
日
目
は
、
全
建
総

連
の
松
葉
さ
ん
に
よ
る

全
国
の
情
勢
報
告
。
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
屋
良
朝
博
さ
ん
に
よ

る
沖
縄
基
地
の
歴
史
、

役
割
に
つ
い
て
講
演
の

後
、
九
州
・
沖
縄
の
仲

間
と
沖
縄
の
基
地
問
題

に
つ
い
て
活
発
な
議
論

や
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

懇
親
会
で
は
、
沖
縄

の
上
間
青
年
部
長
の

「
沖
縄
の
夜
は
朝
ま
で

よ
！
！
」
の
言
葉
を
皮

切
り
に
、
美
味
し
い
夕
食
を
頂

き
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。
親
睦

を
深
め
る
ゲ
ー
ム
で
は
、
細
〜

い
カ
ッ
プ
ル
ス
ト
ロ
ー
で
青
汁
、

セ
ン
ブ
リ
茶
の
早
飲
み
や
、
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
相
撲
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

会
場
は
爆
笑
の
渦
と
な
っ
て
ま

し
た
。

二
日
目
に
は
、
い
つ
も
の
交

流
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
辺
野

古
の
ヘ
リ
パ
ッ
ト
反
対
派
の
座

り
込
み
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
沖
縄
の
青
年
部
発
足

十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
九

州
の
仲
間
の
協
力
で
開
催
で
き

た
こ
と
。
ま
た
参
加
さ
せ
て
頂

け
て
大
変
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

（
山
下
洋
二
）

昨
年
の
第
七
十
一
回
定
期
大

会
で
、
年
間
拡
大
四
〇
〇
名
を

目
標
に
取
り
組
む
こ
と
で
決
定
。

各
支
部
に
お
い
て
独
自
の
拡

大
行
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
一
年
間
に

四
三
二
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
入
者
数
が
四
〇
〇
名
を
超
え

る
の
は
、
平
成
十
四
年
以
来
十

五
年
ぶ
り
で
す
。

年
間
拡
大
目
標
を
達
成
し
た

支
部
は
、
大
浦
支
部
、
西
彼
支

部
、
諫
早
支
部
、
島
原
支
部
、

佐
世
保
東
支
部
の
五
支
部
で
し

た
。一

方
、
脱
退
さ
れ
た
組
合
員

も
昨
年
よ
り
多
く
四
〇
〇
名
で

し
た
。
加
入
者
数
か
ら
脱
退
者

数
を
引
く
と
、
三
十
二
名
と
な

り
二
年
連
続
で
純
増
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
織
が
純
増
し
た
支
部
は
、

大
浦
支
部
、
東
長
崎
支
部
、
浦

上
東
支
部
、
西
彼
支
部
、
諫
早

支
部
、
大
村
支
部
、
島
原
支
部
、

佐
世
保
東
支
部
、
平
戸
支
部
の

九
支
部
で
し
た
。

各
支
部
役
員
、
組
合
員
・
主

婦
会
の
皆
さ
ん
、
こ
の
一
年
、

目
標
達
成
す
る
た
め
に
、
未
加

入
者
の
紹
介
や
分
会
会
議
・
ふ

れ
あ
い
行
動
に
取
り
組
ん
で
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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国保組合に対する現行補助
水準を確保する為、ハガキ
要請行動にご協力を！

建
設
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の

改
善
を
求
め
て

〜
九
州
各
県
連
の
仲
間
と
企
業
交
渉
〜
6/8~

6/9
福岡市

増減

－11

11

－4

2

－9

4

15

12

1

13

－15

26

－12

－3

3

－1

32

脱退

30

9

26

22

38

14

33

30

22

31

43

34

28

24

13

3

400

加入

19

20

22

24

29

18

48

42

23

44

28

60

16

21

16

2

432

支部名

中 央 支 部

大 浦 支 部

市 南 支 部

東長崎支部

浦上西支部

浦上東支部

西 彼 支 部

諫 早 支 部

大 村 支 部

島 原 支 部

佐世保中央支部

佐世保東支部

佐世保北支部

北 松 支 部

平 戸 支 部

五島支部（本部）

合 計

―長崎より青年部7名が参加―

6

キャンプシュワブにて

舩津委員長が積水ハウスにて要望書を手渡す

全体会議 九州各県より82名の仲間が参加

〈平成28年度 組織増減〉

九地協青年交流集会 in沖縄

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）6月15日発行建 設 長 崎第624号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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2003年 2015年

総務省「労働力調査」

就業者の年齢構成推移（％）

2008年

17.7

10.8
13.0

20.9

16.2
18.3

24.6
29.228.2

26.0

33.8 建設業
55歳以上

建設業
29歳以下

全産業
55歳以上

全産業
29歳以下

32.2
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0
1992年

24歳以下の
入職者数

厚生労働省「雇用動向調査」
2015年

25.0万人

8.2万人

激減

550
（万円）
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全産業男性労働者
厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（2015年）

建設業男性生産労働者

535

433

19%低い水準
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事業主の皆さん「適
�
正
�
」な社会保険への加入が求められています

❶ なぜ社会保険の加入が求められているのか？
建設業界は就業者の3割が55歳以上となるなど高齢化が進んでいます。
将来の技能者不足が懸念される中、若年技能者の確保・育成のため、国
は業界関係者と一体となって、技能労働者の処遇改善のための「法定福
利費」の確保、および、適正な保険加入対策を「国交省策定・社会保険
の加入に関するガイドライン」に基づき進めています。2017年4月から
は、公共工事（国）の現場では2次下請け以下の「社会保険未加入業者」
の指導の対策が強化されています。（長崎県発注の場合は1次下請けま
で）

今後は事業所の形態・規模により「適正な保険」は違ってきますが、
ガイドラインに沿った「雇用保険」「健康保険」「年金保険」への保険加
入が必要となります。

❷ 社会保険の加入義務の範囲について
事業所の形態・規模により「適正な保険」は以下表のとおり違ってき
ます。

❸「建設国保」と「厚生年金」のセットで社会保険
に加入する事は国が認めています。

法人事業所や社員5人以上の個人事業所では社会保険の強制適用とな
りますが、適用除外の手続きを行い、「厚生年金と建設国保」のセット
で社会保険に加入する事は、国土交通省「建設業に係る協会けんぽへの
加入と国民健康保険組合への加入について」（平成24年7月30日付け通
達）に「適法」と記されています。

◆適用除外承認を受けて加入した建設国保は
「適正」な保険です！
公共工事の現場などでは、上位企業が社会
保険加入の有無を確認しています。法人事業
所で建設国保に加入して健保適用除外申請を行い、厚生年金に加入して
いる事業所や、社保が適用されない個人事業所へも「協会けんぽ」への
加入指導がされるなどの事例が報告されています。
健保適用除外制度は、国が認めた制度で、社会保険と同等です。あら
ためて協会けんぽへの加入は必要ありません。

建設業許可を受けた後、役員の変更など変

更事由が発生した場合は、建設業法第11条に

より定められた期限内に変更等の届出を行う

ことが規定されております。

長崎県においては、これまでも建設業許可の要件に関する変更

（経営管理者、専任技術者など）の届出が遅れた場合に、始末書

の提出が求められていましたが、平成29年5月1日以降は、これ

以外の右表の事由に係る変更届の提出が遅れた場合にも、始末書

の提出が求められることとなりました。

また、始末書の提出を繰り返す業者は、指導の対象になるとし

ておりますので、ご注意ください。

提出期限

事由発生後
2週間以内

事由発生後
30日以内

事由発生後
30日以内

事由発生後
30日以内

毎年の決算終了後
4ヶ月以内

決算算終了後
4ヶ月以内

（注1）国家技術者等・監理技術者一覧表の変更届のうち、技術者が退職する場合は、速やかに届出
を行ってください。

変更届の届出が義務付けられているもの

・経営業務の管理責任者、専任技術者、建設業法施行令第3条に
規定する使用人に変更があった場合
・建設業の欠格要件に該当することとなった場合

・商号又は名称、所在地、電話番号、資本金に変更があった場合
・支店等の業種に変更があった場合

・法人の役員等、支配人の就退任の場合
・法人の役員等、個人事業主、支配人の婚姻・養子縁組等による
氏名の変更があった場合

・建設業を廃業した場合（一部業種の廃業・個人事業主の死亡、
法人の合併・破産等による廃業の場合も含む）

・事業年度が終了した場合（決算変更届）

・法人の定款に変更があった場合
・使用人数に変更があった場合
・国家技術者、監理技術者に変更があった場合（注1）

建設業許可業者の皆様へ
～各変更届の提出漏れ、遅れはありませんか？～

（国交省策定・社会保険の加入に関する下請けガイドラインにおける「適切な保険」一覧）

年金保険

●厚生年金

●厚生年金

●厚生年金

◎国民年金

◎国民年金

●印は事業主が労働者を加入させる法的義務がある（強制適用）。◎印は個人で加入となる。
※1：年金事務所で健康保険の適用除外の承認を受けて、国民健康保険（長建国保など）に加入している。
※2：週所定労働時間が20時間以上等の要件に該当する場合は常用であるか否かを問わない。

医療保険
（いずれかに加入）

●協会けんぽ
●健康保険組合
●適用除外を受けた国民健康保険
（長建国保など）※1
●協会けんぽ
●健康保険組合
●適用除外を受けた国民健康保険
（長建国保など）※1
●協会けんぽ
●健康保険組合
●適用除外を受けた国民健康保険
（長建国保など）※1
◎国民健康保険
◎国民健康保険組合など（長建国保）
◎国民健康保険
◎国民健康保険組合など（長建国保）

雇用保険

●雇用保険
※2

－

●雇用保険
※2

●雇用保険
※2

－

常用労働
者 の 数

1名～

なし

5名～

4名～
1名

1人親方

事業所の
形 態

法人

個人

「適正な保険」加入のための費用を見積書の中で要求
（法定福利費相当分）

国は建設業界の賃金確保のため、公共工事設計労務単価を2013年
以降連続で引き上げています。これは、社会保険等の法定福利費を
適正に計上し支給する事で、労働者の処遇改善と若い人材の新たな
入職をはかるための施策です。国が認めた法定福利費を見積もり時
から必要経費として要求する事は大切です。

■若い年齢の入職者が減っている

こうした就労状況の改善に向けて雇
用保険、医療保険、年金保険の適正
な加入が大切となります。

■高齢化が進んでいる

■賃金が低い

建設業界発展
のための

大切な取り組みです

（提出期限厳守）

健保適用除外を
している事業所
は適法です。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第624号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）6月15日発行
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■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

平戸文化センター
佐々町文化会館
佐世保技能会館
建設長崎島原支部事務所

健診時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成29年9月3日㈰
平成29年9月10日㈰
平成29年11月19日㈰
平成29年11月26日㈰

《お申込みのお願い》
巡回健診のお申込みは準備の都合上、
実施日の2週間前までに組合へお願いします。

������������������������������������

巡回健診の実施について
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診
断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康
チェックとしてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成29年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方
（同日現在の加入者で平成30年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国
保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診すること
が出来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2
週間前までに組合窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので
必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検
査項目申込者のみ）、検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・
尿蛋白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検
査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：全額自己負担）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円）
胃がん検査（2，500円）
喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰 3，500円）
大腸がん検査（1，300円）
前立腺がん検査（2，000円）
子宮頸がん検査（自己採取法 2，500円）
※選択検査項目を受診される方は、上記受診料金を
健診日当日に係員に現金にてお支払い下さい。

人間ドックの実施について
長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る
一環として、疾病の予防と早期発見により健康管
理の一層の推進を図る為、組合員と配偶者（主婦）
の「1泊2日」、「日帰り」の人間ドックを実施し
ます。
■受診対象者
● 長建国保加入の組合員
● 配偶者（主婦）
【条件】 ①1泊2日 満40歳以上の方

日帰り 満35歳以上の方
②保険料を完納している組合員

■受診料（受診者の個人負担額）
個人負担額 1泊2日 受診者1人につき15，000円

日帰り 受診者1人につき6，000円
※申込の際に所属支部事務所で必ず納入して下さい。

■申込方法
受診申込は、所属支部事務所までお願い致します。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）

■実施期間
平成29年4月1日から翌年3月末まで実施致します。
※4月に所属支部事務所で申込を行った場合でも、病院側の受け
入れ態勢等の都合により必ずしも4月に受診出来るとは限りま
せんのでご了承下さい。

■検診の内容
①身体検査 ②血圧測定 ③心電図検査 ④眼底検査 ⑤尿検査
⑥便検査 ⑦血液検査 ⑧肺機能検査 ⑨胸部Ⅹ線検査
⑩胃部Ⅹ線検査 ⑪超音波検査 ⑫骨密度Ⅹ線検査 ⑬体力測定
⑭婦人科検診（子宮癌、乳癌） 等
※検査内容は、病院によって多少異なります。

■実施医療機関
・ながさき内科リウマチ科病院 ・さとう内科医院
・虹が丘病院 ・長崎原爆病院
・福田ゆたか外科医院 ・長崎北徳州会病院
・日赤諫早病院 ・大村市民病院
・佐世保中央病院 ・久保内科病院
・平戸市民病院 ・五島中央病院
※受診対象者（男性、女性）、受診区分（1泊2日、日帰り）、婦
人科検診内容（乳癌、子宮癌）等、詳しくは所属支部事務所ま
でお問い合わせ下さい。

組
合
特
別
健
診
実
施
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
で
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
の
有
病
者
・

予
備
軍
を
抽
出
す
る
た
め
の
検

査
が
項
目
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
組
合
で
は
、
そ
れ
以

外
の
独
自
の
検
査
項
目
と
し
て

特
定
健
康
診
査
時
に
「
胸
部
Ｘ

線
検
査
」
を
追
加
し
た
「
組
合

特
別
健
診
」
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

1.

受
診
対
象
者

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
現

在
で
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
四
十
歳
以
上
の
方
（
同
日
現

在
の
加
入
者
で
平
成
三
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
四
十
歳
に

な
る
方
を
含
む
）
で
特
定
健
診

受
診
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
。

（
受
診
対
象
者
に
は
特
定
健
診

受
診
券
を
平
成
二
十
九
年
五
月

に
送
付
済
で
す
。）

2.

受
診
料
（
受
診
者
の
個
人

負
担
額
）

受
診
料
の
個
人
負
担
額
は
〇

円
で
す
。

3.

申
込
方
法

実
施
医
療
機
関
に
直
接
電
話

予
約
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
は

「
長
建
国
保
の
、
特
定
健
診
に

胸
部
Ｘ
線
検
査
を
加
え
た
組
合

特
別
健
診
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。」と
一
言
添
え
て
下
さ
い
。

受
診
日
当
日
は
、『
特
定
健

康
診
査
受
診
券
』、『
質
問
票（
記

入
し
て
お
く
）』、『
保
険
証
』

を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ

お
持
ち
下
さ
い
。

4.

実
施
期
間

平
成
三
十
年
三
月
末
ま
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

5.

健
診
の
内
容

診

察：

問
診
、
計
測
、

理
学
的
所
見
、
血
圧

脂

質：

中
性
脂
肪
、
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

肝
機
能：

Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、γ‐

Ｇ

Ｔ
（
γ‐

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

代
謝
系：

空
腹
時
血
糖
（
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
ｌ
ｃ
）、尿
糖

尿

：

尿
蛋
白

＋

胸
部
Ｘ
線
検
査

▼

受
診
日
当
日
、
受
診
券
又
は
保
険
証
の
い
ず
れ
か
を
忘
れ
て
し
ま
う

と
特
定
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

▼

受
診
券
受
領
後
に
、
長
建
国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
と
長
建
国
保
の

受
診
券
で
は
特
定
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

資
格
喪
失
手
続
き
の
際
に
支
部
の
方
で
受
診
券
を
回
収
し
て
下
さ
い
。

6．実施医療機関
095‐846‐1888

095‐871‐1515

095‐821‐1367

095‐857‐3000

095‐856‐1112

095‐861‐1477

095‐822‐3251

095‐861‐1111

095‐821‐1214

095‐841‐9612

095‐848‐9171

095‐879‐0705

0956‐49‐3377

0957‐27‐2127

0957‐52‐2161

0950‐28‐1113

095‐822‐3151

0956‐33‐5335

長崎市小峰町

長崎市深堀町

長崎市大浦町

長崎市滑石

長崎市虹が丘町

長崎市富士見町

長崎市新地町

長崎市淵町

長崎市籠町

長崎市茂里町

長崎市花丘町

長崎市上戸町

佐世保市田原町

諫早市多良見町

大村市古賀島町

平戸市草積町

長崎市油屋町

佐世保市大和町

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳州会病院

虹が丘病院

さとう内科医院

長崎みなとメディカルセンター
（旧長崎市立市民病院）

長崎市立病院成人病センター

十善会病院

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科・リウマチ科病院

佐世保中央病院

平成29年度 健康診断のお知らせ

長建国保の、特定健診に
胸部Ｘ線検査を加えた組合特別健診の
予約をお願いします。

注意事項

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
準
備
下
さ
い

七
月
一
日
よ
り
、
加
入
・
脱
退
・
各
種
給
付
の
申
請
な
ど
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
身
元
が
確
認
出
来
る
書
類
を
ご
準
備
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
所
属
の
支
部
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）6月15日発行建 設 長 崎第624号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



〇〇工務店 TEL 000-000-0000

〇〇工務店へ〇〇工務店へ〇〇工務店へ

A タイプ B タイプ

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104.fc2.com/

※倉庫の片付け処分、買い取り
　好評を得ております!!

★普通のリサイクル店とは違う!!

生活サポート館
佐世保市原分町121-1  【営業】AM9:30～ PM6:00  【定休日】日曜日（電話対応OKです）

☆工具で質貸しします!!

49-3321TEL・FAX（0956）

大型機械など倉庫に眠っていませんか？

足場、鉄型枠、大工道具、トラック、
農機具 etc　買い取り強化中!!

遠方の方は特に、まず、お電話下さい!!
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平
成
二
十
九
年
六
月
三
日
、

支
部
事
務
所
に
お
き
ま
し
て
、

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
茶
話
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
支
部
に
集
合
し
た

後
、
菖
蒲
の
花
を
見
に
大
村
公

園
へ
向
か
い
、
菖
蒲
に
囲
ま
れ

た
中
で
写
真
撮
影
。
三
十
分
ほ

ど
大
村
公
園
を
散
策
し
た
後
で

支
部
事
務
所
に
戻
り
、
中
尾
支

部
長
の
挨
拶
と
舩
津
執
行
委
員

長
の
挨
拶
、
そ
し
て
伊
藤
副
執

行
委
員
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
茶

話
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
非
常

に
い
い
天
気
の
中
、
大
村
公
園

を
散
策
し
た
こ
と
も
あ
り
、
な

か
な
か
の
勢
い
で
ビ
ー
ル
が
進

ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、「
大
村
の
プ
ラ
チ
ナ

友
の
会
に
は
カ
ラ
オ
ケ
が
な
い

と
盛
り
上
が
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
の
茶
話
会
の
た

め
に
中
尾
支
部
長
、
大
安
相
談

役
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
お

借
り
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
の

一
番
手
は
ど
な
た
も
歌
う
の
を

遠
慮
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
人

歌
い
始
め
る
と
皆
さ
ん
続
々
と

歌
い
始
め
、
ま
た
ダ
ン
ス
を
踊

る
人
も
い
れ
ば
、
茶
々
を
入
れ

て
盛
り
上
げ
る
人
も
い
て
、
と

て
も
賑
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気

で
し
た
。

最
後
に
事
務
所
で
記
念
撮
影

を
行
っ
た
後
、
津
上
副
支
部
長

の
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
山
本
）

熱中症に注意しましょう！
現現場場ににおおけけるる熱熱中中症症のの予予防防対対策策ににつついいてて

熱中症は高温多湿な梅雨時や真夏の炎天下での作業中だけでなく、5月
から6月の時期にも多く発生しています。突然気温が上がった日など体が
暑さに慣れていない時に起こりやすく、これからの時期の作業時は体調管
理に十分注意しましょう。

①休憩場所の整備など作業環境管理
● 高温多湿作業場所の近隣に、冷房を備
えた休憩場所・日陰などの涼しい休憩場
所を設けるよう努めてください。
● 高温多湿作業場所やその近隣に、水、
冷たいおしぼり、水風呂、シャワーなど
の、身体を適度に冷やすことのできる物
品や設備を設けるよう努めてください。
● 水分・塩分の補給を、定期的、かつ容
易に行えるよう、高温多湿作業場所に、
飲料水の備え付けなどを行うよう努めて
ください。

②作業時間の短縮など
● 作業の状況などに応じて、「作業の休
止時間・休憩時間の確保と、高温多湿作
業場所での連続作業時間の短縮」、「身体
作業強度（代謝率レベル）が高い作業を
避けること」、「作業場所の変更」に努め
てください。

③熱への順化
● 計画的に、熱への順化期間を設けるよ
う努めてください。
※ 例：作業者が順化していない状態から、
7日以上かけて熱へのばく露時間を次第に
長くします。
（ただし、熱へのばく露を中断すると、4
日後には順化の喪失が始まり、3～4週間
後には完全に失われます。）

④水分・塩分の摂取
● 自覚症状の有無に関わらず、作業の前
後、作業中の定期的な水・塩分の摂取を
指導してください。摂取を確認する表の
作成、作業中の巡視における確認などに
より、その摂取の徹底を図ってください。

⑤服装など
● 熱を吸収する服装、保熱しやすい服装
は避け、クールジャケットなどの、透湿
性・通気性の良い服装を着用させてくだ
さい。
● 直射日光下で
は、通気性の良
い帽子（クール
ヘルメット）な
どを着用させて
ください。

⑥作業中の巡視
● 高温多湿作業場所の作業中は、巡視を
頻繁に行い、作業者が定期的な水分・塩
分を摂取しているかどうか、作業者の健
康状態に異常はないかを確認してくださ
い。なお、熱中症を
疑わせる兆候が表れ
た場合においては、
速やかに、作業の中
断などの必要な措置
を講じてください。 浦

上
西
支
部
で
は
、
五
月
二

十
八
日
㈰
、
毎
年
恒
例
の
釣
り

大
会
を
、
三
重
分
会
・
畝
刈
分

会
の
合
同
で
、
総
勢
十
一
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
見
事
な
五
月
晴
れ

で
、
絶
好
の
釣
り
日
和
。

朝
七
時
に
三
重
漁
港
を
出
港

し
、
風
も
無
く
、
穏
や
か
な
波

で
、
お
昼
ま
で
の
短
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ

い
で
例
年
以
上
の
大
漁
大
漁
の

釣
果
で
し
た
。

お
昼
か
ら
は
釣
っ
た
魚
を
お

つ
ま
み
に
、
ビ
ー
ル
で
喉
を
潤

し
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
の
一
時
を

満
喫
し
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

（
村
岡
広
明
）

二級建築施工管理技士 受講生募集中‼
受講申込受付 4月より随時受付
講 習 場 所 長崎建設技術専門学院（095－861－9261）

大村建設技術専門学院（0957－53－8385）
講 習 期 間 平成29年7月上旬～10月下旬まで（28日間予定）
講 習 時 間 毎週3回予定 午後6時30分～9時まで
受 講 料 30，000円
講 習 内 容 建築一般Ⅰ・建築一般Ⅱ・安全管理・施工管理・

品質管理・工程管理・法規Ⅰ・法規Ⅱ・実技全般
募 集 人 員 各校とも最低5名以上で実施
受 験 資 格 （実務経験） 高等学校（指定学科卒）3年以上

指定学科以外卒業後4年6ヶ月以上
実務経験者8年以上
大学・専門校により実務経験は異なります。

※受講希望者で早目の申込があれば、願書は学院で準備します。

高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうま
く働かないことにより、体内に熱がたまり、
● 筋肉痛 ● 大量の発汗 ● 吐き気 ● 倦怠感 などの症状が現れ、
● 重症になると意識障害などが起こります。

熱 中 症 と は ？

大
村

支
部

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

茶
話
会

〜
笑
顔
の
花
も
咲
き
乱
れ
〜

三
重
・
畝
刈
分
会
合
同
釣
り
大
会

〜
天
気
も
釣
果
も
晴
々
〜

浦
上
西

支
部

大村公園で記念の一枚

大
漁
賞
一
位

﨑

田

靖

人
さ
ん

大
漁
賞
二
位

本

田

保

紀
さ
ん

大物を目指す男達
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